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しらさぎ 

 支援センターしらさぎ  

 

支援センターしらさぎは、利用者一人ひとりが地域で安心して自立した生活ができるよう、

提供するサービスごとにさまざまな関係機関と連携をとりながら、その人が望むその人らしい

豊かな生活の実現を目指して必要な支援を行います。 

平成２９年度「支援センターしらさぎ」は、堺市内における「就労を目指す日中活動先」とし

ての役割をさらに強め、利用者の 「働きたい！就職したい！」を支援します。とりわけ日中三

事業については、それぞれが持てる役割についてプログラムが始動しており、それをさらに深

化させ就労までの支援プロセスを確立します。併せて居宅介護事業、相談支援事業などの地

域支援と共に、ホームズしらさぎとの連携を深め、就労と生活の一体的な支援を展開します。 

開所後 6年目を迎える「しらさぎ・ネスト」は、深まる地域との交流をさらに大切にして行きま

す。地域活動支援センター事業は、気軽に立ち寄れ、ほっとできる居場所として、障害のある

方を始めとする地域の人々のコミニティスペースとして引き続き機能します。そして相談支援

事業においては、さらに確かな本人中心の計画相談を実施します。 

支援センターしらさぎとしらさぎ・ネストは、引き続き地域に根差した事業運営を心掛けます。

地域住民の方々と共に行う活動や、地域の行事への参加を通して顔の見える関係を築き、

地域に根ざした事業の展開を図り、身近な地域で共生社会の実現を目指します。 

さらに、事業所や利用者が社会の中で特別な存在にならないようソーシャルワークに励み、

本人中心の支援に取り組みます。そして、今後もこの地域で有意な活動を展開していくため

に、老朽化している支援センターしらさぎの建て替え検討委員会を着実に進展させ、建て替

えについての見通しを確かなものとする一年とします。 

 

＜事業一覧＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．就労支援 

・就労移行支援事業 

訪問型職場適応援助者による支援事業(ジョブコーチ) 

・自立訓練(生活訓練)事業 

・就労継続支援Ｂ型事業 

２．生活支援 

・居宅介護事業     

・移動支援事業 

・地域活動支援センター運営業務（堺市） 

３．相談支援 

・特定相談支援事業（基本相談・計画相談） 

・一般相談支援事業（基本相談・地域移行・地域定着） 

・障害児相談支援 

・障害児等療育支援事業（堺市事業） 
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＜平成 29年度重点目標＞ 

 

1．選ばれる事業所を目指します 

   ・事業所建替えのための検討委員会を中心に、建替え計画を進展させます 

   ・障害の状態に応じた支援の専門性を高め、総合的な就労支援力を向上させます 

   ・広報、啓発に努めます 

2．利用者の「豊かな暮らし」をさらに追及します 

   ・日中三事業のプログラムを深化させます 

   ・計画相談事業所を始め関係機関との連携を深めます 

   ・相談支援におけるケアマネジメントに基づいた計画相談をさらに深めます 

3．職員にとって働きがいのある職場づくりを目指します 

   ・折に触れ研修の機会を設定し、自己研鑽が支援の糧となる実感を求めます 

   ・ソーシャルワークの意味理解を促し、権利擁護の視点を高めます 

   ・報告、連絡、相談を基本とした連携体制の強化を事業運営の柱とします 

 

＜事業概要＞ 

１ 就労支援 

自立訓練(生活訓練)事業・就労移行支援事業・就労継続支援Ｂ型事業 

（１）自立訓練(生活訓練)事業 

    「なんでもやってみよう！しらさぎは練習の場です」 を合言葉に、就労を見据えた基 

礎的な生活力を身につけるためのプログラムを作成し実施します。利用者のエンパ 

ワメントに向けた取り組みを中心に行います。 

（２）就労移行支援事業 

    「働きたい！就職したい！を支援します」 企業等への就労を希望する人に、働くた 

めに必要な力をつけるための訓練や、職場見学、職場実習を行います。就職ガイダ 

ンスなどのプログラムの実施や、実習などの施設外活動を積極的に求め、リアルな 

体験による就労意欲の醸成を図ります。また、支援プログラムの手法を明確化する 

ために、マニュアルの作成に取り組みます。 

（３）就労継続支援Ｂ型 

「あせらずじっくり就職を目指します」 就労移行支援事業利用後、2 年間の利用期

間を設定し就労を目指します。また外部のＢ型事業所などを利用している方で、就職

を目指したいが支援を受けられないというニーズについても、入所の門戸を広げてい

くこととします。さらに 40 歳以上の方については利用期間を設けず、就労について

「あきらめない支援」を展開します。 

 

【事業目的】 

指定障害福祉サービス事業の自立訓練（生活訓練）及び就労移行支援、就労継続支援Ｂ

型の適正な運営を確保するために必要な人員及び運営管理に関する事項を定め、指定自立

訓練（生活訓練）、指定就労移行支援及び指定就労継続支援Ｂ型の円滑な運営管理を図る

とともに、利用者の意思及び人格を尊重して、常に当該利用者の立場に立った適切な指定生

活介護等の提供を確保することを目的とする。 
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【運営方針】 

１．指定自立訓練（生活訓練）の実施に当たって、事業所は、利用者が自立した日常生活又

は社会生活を営むことができるよう、当該利用者に対して、２年間にわたり生活能力の維

持、向上等のために必要な支援、訓練その他の便宜を適切かつ効果的に行うものとする。 

２ 指定就労移行支援の実施に当たっては、事業所は、利用者が自立した日常生活又は社

会生活を営むことができるよう、当該利用者に対して、２年間にわたり、生産活動その他の

活動の機会を通じて、就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練その他の

便宜を適切かつ効果的に行うものとする。 

３ 指定就労継続支援Ｂ型の実施に当たっては、事業所は、利用者が自立した日常生活又

は社会生活を営むことができるよう、就労の機会を提供するとともに、生産活動その他の

活動の機会を通じて、その知識及び能力の向上のために必要な訓練その他の便宜を適切

かつ効果的に行うものとする。 

４ 指定自立訓練（生活訓練）、指定就労移行支援及び指定就労継続支援Ｂ型の実施に当た

っては、地域との結び付きを重視し、利用者の所在する市町村、他の指定障害福祉サービ

ス事業者、指定相談支援事業者、指定障害者支援施設その他福祉サービス又は保健医

療サービスを提供する者（以下「障害福祉サービス事業者等」という。）との密接な連携に

努めるものとする。 

 

【所在地】   大阪府堺市東区白鷺町２丁９番３２号 

 

【職員配置】  管理者 １名  サービス管理責任者 １名 

（１）指定自立訓練（生活訓練） 

生活支援員５名 生活支援員(訪問担当)１名 栄養士１名 事務職員２名 

（２）指定就労移行支援 

職業指導員１名 生活支援員４名 就労支援員５名 栄養士１名 事務職員２名 

（３）指定就労継続支援Ｂ型 

職業指導員１名 生活支援員１名 栄養士１名 事務職員２名 

 

【営業日等】 

（１）営業日 月曜日から金曜日までとする。ただし、国民の祝日、１２月２９日から１月３日ま

でを除く。 

（２）営業時間 午前９時から午後５時４５分までとする。 

（３）サービス提供日 月曜日から土曜日までとする（土曜日については第１・第３の月２回と

する）ただし、国民の祝日、８月１３日から８月１５日まで、１２月２９日から１月３日までを除

く。 

（４）サービス提供時間 午前９時から午後４時３０分までとする。ただし、土曜日については

午前９時から午後１時までとする。 

 

【利用定員】 

（１）指定自立訓練(生活訓練）     ２６名 

（２）指定就労移行支援         ２４名 

（３）指定就労継続支援Ｂ型      １０名 
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【主たる対象者】 

 知的障害者（18歳未満の者を除く） 

 

【サービスの提供方法及び内容】 

（１）指定自立訓練（生活訓練） 

（ア）自立訓練（生活訓練）計画の作成 

（イ）食事の提供 

（ウ）身体等の介助 

（エ）家事等日常生活能力を向上させるために必要な訓練 

（オ）就労移行支援事業所との連携による作業、就労支援 

（カ）健康管理 

（キ）訪問による生活訓練 

（ク）生活相談 

（ケ）地域生活への移行のための支援 

（コ）前各号に掲げる便宜に附帯する便宜 

（イ）から（ケ）に附帯するその他必要な介助、訓練、支援、相談、助言 

（２）指定就労移行支援 

（ア）就労移行支援計画の作成 

（イ）食事の提供 

（ウ）就労に必要な知識、能力を向上させるために必要な訓練 

（エ）生活の幅を広げる(社会人としての力をつける)ために必要な訓練 

（オ）身体等の介助 

（カ）生産活動(軽作業、洗車、縫製) 

（キ）施設外支援 

（ク）実習先企業等の紹介 

（ケ）求職活動支援 

（コ）職場定着支援 

（サ）生活相談 

（シ）健康管理 

（ス）前各号に掲げる便宜に附帯する便宜 

（イ）から（シ）に附帯するその他必要な介護、訓練、支援、相談、助言。 

（３）指定就労継続支援Ｂ型 

（ア）就労継続支援Ｂ型計画の作成 

（イ）食事の提供 

（ウ）就労に必要な知識、能力を向上させるために必要な訓練 

（エ）生活の幅を広げる(社会人としての力をつける)ために必要な訓練 

（オ）身体等の介助 

（カ）生産活動(軽作業、洗車、縫製) 

（キ）施設外支援 

（ク）実習先企業等の紹介 

（ケ）求職活動支援 
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（コ）職場定着支援 

（サ）生活相談 

（シ）健康管理 

（ス）前各号に掲げる便宜に附帯する便宜 

（イ）から（シ）に附帯するその他必要な介護、訓練、支援、相談、助言。 

 

【日課】 ※月～金曜日（但し、水曜日は１６：００終了） 

時間 日課 備考 

８：４５ 

９：００ 

 

 

９：２０ 

９：３０ 

１２：００ 

１３：００ 

 

 

１６：００ 

 

 

 

１６：３０ 

通所 

全体朝礼 

ラジオ体操 

白鷺公園ランニング 

作業科朝礼 

作業開始 

昼食・休憩 

作業開始 

（休憩１５分） 

 

作業終了 

清掃(全員) 

更衣 

作業科終礼 

終了  

帰宅 

通所後、作業服に着替え準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５：００～１５：３０ 廊下、更衣室、トイレの清

掃(担当者) 

 

各作業室、フロアー等の清掃(全員) 

 

【年間行事予定】 

４月   家族会総会  

９月   育成会大阪大会 

１０月    白鷺校区運動会 

１１月   しらさぎまつり 

１２月   利用者忘年会 

・利用者企画旅行については実施時期は未確定 

＊毎月１～２回     休日プログラム 

＊毎月第３金曜日   就職者サロン 

＊毎月第４金曜日   東区らららバザー 

＊年２回健康診断、避難訓練を実施 

 

２ 生活支援 

居宅介護・移動支援事業 

居宅介護・移動支援事業においては、引き続き研修の充実を図ります。現任ヘルパーは継

続して堺市の移動支援ネットワーク主催のスキルアップ講座を受講してもらうことを位置づけ

ていきます。また、新規のヘルパーの確保に向けてガイドヘルパー養成研修を年１回実施し

ます。とりわけ平日稼働できるヘルパーの確保に力を注ぎます。また、ヘルパーの支援の質

【水曜日の場合】 

１５：３０     清掃・更衣・終礼 

１６：００      終了 帰宅 

【土曜日課】 

月に１回、主に第３土曜日午前日課と

して開所する 



82 

 

を確保するために、センター独自のヘルパー向け研修会を企画実施します。 

また地域活動支援センターしらさぎ・ネストを、外出先等の情報提供やヘルパーとの待ち合

わせ又は、次回の計画や相談が自由にできる拠点として利用します。 

 

【事業目的】 

大阪府指定の居宅介護および各市町村指定の移動支援事業の円滑な運営管理を図ると

ともに、利用者、障害児及び障害児の保護者の意思及び人格を尊重して、常に当該利用者

等の立場に立った適切な支援を提供する。 

 

【運営方針】 

１．利用者が居宅において自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、当該利

用者の身体その他の状況及びその置かれている環境に応じて、入浴、排せつ及び食事等

の介護、調理、洗濯及び掃除等の家事並びに生活等に関する相談及び助言その他の生

活全般にわたる援助を適切かつ効果的に行うものとする。 

２．居宅介護の実施に当たっては、利用者等の必要な時に必要な居宅介護の提供ができる

よう努めるものとする。 

３．事業の実施に当たっては、地域との結び付きを重視し、利用者等の所在する市町村、他

の指定障害福祉サービス事業者その他福祉サービス又は保健医療サービスを提供する

者との密接な連携に努めるものとする。 

 

【所在地】 大阪府堺市東区白鷺町２丁９番３２号  

 

【職員配置】管理者 １名  サービス提供責任者  介護福祉士 １名 

 

【対象者】  知的障害者児 

 

【サービスの提供方法及び内容】 

（１）居宅介護計画の作成 

（２）移動支援計画の作成 

（３）身体介護に関する内容 

①食事の介護 

②排泄の介護 

③衣類着脱の介護 

④入浴の介護 

⑤身体の清拭、洗髪 

⑥通院等の介助（事業所の従業者が自ら自動車を運転して実施する通院等の介助を除

く。） 

⑦その他必要な身体の介護 

（４）家事援助に関する内容 

 ①調理 

 ②衣類の洗濯、補修 

 ③住居等の掃除、整理整頓 
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 ④生活必需品の買い物 

 ⑤関係機関との連絡 

 ⑥その他必要な家事 

 

障害児等療育支援事業（堺市） 

 堺市内に住まう障害児に対して、訪問および外来の方法により相談指導を行う。とりわけ障

害児サービス利用にかからない方を対象として、地域に埋もれてしまっているニーズなどが、

身近なところで気軽に相談できる窓口としての役割を担う。 その他、障害児の生活向上に資

する事業を行う。 

 

【事業目的】 

重症心身障害児、知的障害児、身体障害児、その他療育が必要と認められる障害児の地

域における生活を支えるため、身近な地域で療育指導、相談等が受けられる支援体制の充

実を図るとともに、もって当該障害児及びその家族の福祉の向上を図る。 

 

【運営方針】 

１．訪問および外来の方法によって、障害児およびそのご家族への相談指導を行う。 

２．外来の方法によって音楽療法を実施し、障害児の療育指導を行う。 

３．障害児関連の関係機関に対して、様々な情報提供や研修の機会を提供する。 

 

【所在地】      大阪府堺市東区白鷺町２丁９番３２号 

 

【職員配置】 管理者 １名  相談員３名（４名ともすべて兼務） 

 

【対象者】      重症心身障害児、知的障害児、身体障害児、その他療育が必要と認めら

れる障害児 

 

【サービスの提供方法及び内容】 

（1）しらさぎ本体と、しらさぎ・ネスト双方に相談員を配置し、営業時間内に外来や訪

問の方法によって相談に応じる。 

      （2）支援センターしらさぎにおいて、月１回専門の講師を招き、「おとぼっこ（音楽療

法）」を実施する。 

（3）障害児関連の関係機関からの依頼に基づき、相談員が出向くなどした上で、障

害児関連の施策や制度などの情報提供を行う。 

 

 

 

しらさぎ・ネスト 

 

地域活動支援センター運営業務（堺市） 

 一昨年度、堺市より３年間の再委託を受け区切りの 3 年目の年度を迎える。開設以来６年

目となる今年度も、これまでと変わらず、「居心地の良い休息所」「安心できる拠り所」という、
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様々な人たちの「居場所」となれるようにしていきます。とりわけ就労している単身生活者など

が、気軽に立ち寄れる居場所であるとともに、日中事業所や仕事帰りを中心としたトワイライ

ト時間帯における支援や、地域で生活している利用者やその家族、さらに地域住民も利用で

きる居場所づくりを心がけます。地域の方々の協力も得ながら、様々なプログラムを提供して

いくとともに、利用者自身がプログラムの企画や運営に携わる機会を積極的に支援するなど、

生きがいづくり・仲間づくりにつながるような支援も継続して行きます。利用者自身が築き上

げてきたネストの意義 「利用者による利用者のためのネスト」を大切に掲げ、今年度も活動

を展開して行きます。 

さらに、引き続き地域の商店会組合の一員として、活動します。これまでと変わらず施設や

設備を積極的に地域へ開放し、行事などにも参加し、利用者との方々が地域の方々と共に

活動することで、ゆるやかな障害理解（啓発）を進めていくことも、引き続き目指していきま

す。 

 

【事業目的】 

「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」(平成１７年法律第１２

３号。以下「法」という。)第 5条第 26項に規定する地域活動支援センターの機能を充実・強化

して運営し、障害者及びその家族等が通所することにより、地域生活への移行を推進すると

ともに、地域での自立生活の促進を図ることを目的とします。 

 

【職員配置】  施設長 １名  地域活動支援員２名 

 

【所在地】    大阪府堺市東区白鷺町１丁２１－７ 

 

【営業日及び時間等】 

事務所の営業日・時間  日曜日から金曜日の１１時４５分～２０時３０分まで 

ただし、国民の祝日および１２月２９日～１月３日を除く。 

サービス提供・時間    日曜日から金曜日の正午から２０時まで 

緊急時には、電話等により連絡が可能な体制をとっています。 

 

【対象者】   堺市内に住所を有する障害者及びその家族等 

 

【サービスの提供方法及び内容】 

（１）日常生活支援に関する業務  

（ア）基礎的事業（居場所提供）  

① 利用者が自由に利用できる、日常生活における憩いの場を提供すること。また、地域

の様々な障害者等が利用しやすい環境を整備するよう努めます。  

② 利用者の利用目的に応じた創作的活動、生産活動、自主的活動等を行うことができる

場を提供します。  

（イ）専門的事業  

① 地域の相談支援事業者、障害者基幹相談支援センター等と相互に連携・協力し、利用

者が地域生活へ円滑に移行できるように支援します。  

② 利用者の不安の解消や情緒の安定を図るために、日常生活に関する相談に応じ、支
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援すること。また、利用者の健康及び保健衛生の維持管理のために、服薬管理や生活

習慣等の助言や確認などを行い、心身の状況の把握に努めます。  

③ 地域住民への障害理解や普及啓発活動を行うとともに、地域関係者と連携することで、

利用者の社会参加の促進を図ります。  

（２）生きがい・仲間づくり支援に関する業務  

① 利用者のコミュニケーションにかかわる不安の解決に向けて支援し、利用者の対人関

係能力の向上を図ります。  

② 利用者に対して、趣味、スポーツ、文化、余暇活動や地域活動に関する情報を提供し

ます。また、当事者活動や自助グループ活動等を支援し、その活動の紹介及び仲介しま

す。  

③ 利用者の自主的なグループ活動や社会参加等に対して、助言や支援をします。また、

利用者同士が、日常生活における悩み相談や情報交換、学習交流ができるよう助言や

支援をします。  

（３）プログラム(グループワーク)支援業務  

週に２回以上、下記①～⑤の内容で実施します。 

なお、各プログラムは、利用者が自ら選択し活用できるように、実施目的を明確化するなど

創意工夫し、利用者が気軽に参加しやすいようにします。  

① 社会復帰・社会参加の支援に関すること。  

② エンパワメントの支援に関すること。  

③ 生きがいづくり・仲間づくりに関すること。  

④ 一般就労・福祉的就労に関すること。  

⑤ その他、利用者の支援にかかわる内容に関すること。  

また、利用者の家族等に向けたプログラムや利用者と家族等が一緒に参加できるようなプ

ログラムを実施するよう努めます。  

 

相談支援事業 

しらさぎ・ネストにおいて実施している相談支援事業は、障害福祉サービス利用時に必須と

なった「サービス等利用計画」の作成を中心に、障害のある人が安心して地域で生活できる

よう本人中心の支援にこだわります。その計画相談については、障害児相談支援を始め今

後さらにそのニーズが増える見通しであり、それに対応する相談支援体制をさらに強化して

いきます。 

指定相談支援事業所として、法に基づく以下の相談支援事業を、他の機関と連携して、利

用者を中心としたネットワークを構築しながら提供していきます。それぞれの事業の実施に際

しては、以下の事業目的、運営方針により常に利用者の立場に立った適切な相談支援を提

供していきます。 

１ 指定特定相談支援事業（計画相談・基本相談） 

２ 指定一般相談支援事業（地域移行・地域定着・基本相談） 

３ 障害児相談支援（計画相談・基本相談） 

    

【事業目的】 

相談支援事業の円滑な運営管理を図るとともに、利用者、障害児及び障害児の保護

者（以下「利用者等」という。）の意思及び人格を尊重して、常に当該利用者等の立場
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に立った適切な相談支援を提供します。 

 

【運営方針】 

１．利用者等がその有する能力及び適性に応じ、自立した日常生活又は社会生活を営む

ことができるよう、利用者等の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利

用者等の選択に基づき、適切な保健、医療、福祉、就労支援、教育等のサービス（以

下「福祉サービス等」という。）が、多様な事業者から、総合的かつ効率的に提供さ

れるよう配慮します。 

２．利用者等の意思及び人格を尊重し、常に利用者等の立場に立って、利用者等に提供

される福祉サービス等が特定の種類又は特定の障害福祉サービス事業を行う者に不

当に偏ることのないよう、公正中立に行います。 

 

【職員配置】 管理者 １名  相談支援専門員 ２名   

 

【営業日及び時間等】 

事務所の営業日・時間 月曜日から金曜日の午前９時から午後５時４５分まで 

ただし、国民の祝日および１２月２９日～１月３日を除く。 

サービス提供・時間  利用者等の必要に応じて緊急時には電話等により２４時間連絡が

可能な体制をとるものとする。 

 

【対象者】 大阪府域の知的障害児・者、身体障害児・者、精神障害者、難病 

 

【サービスの提供方法及び内容】 

 １ 障害者計画相談支援（指定特定相談） 

地域の利用者等からの日常生活全般に関する相談に関する業務及び計画相談支援 

(サービス利用支援・継続サービス利用支援)に関する次の業務を行います。 

（ア）アセスメントを実施すること。 

（イ）サービス利用計画書を作成すること。 

（ウ）サービス利用計画書を利用者等に交付すること。 

（エ）モニタリングを実施すること。 

（オ）他の職員に対する技術指導及び助言を行うこと。 

（カ）利用者等からの依頼により、利用者及び障害児が居宅での生活に移行できる

よう、必要な情報及び助言その他必要な援助を行うこと。 

（キ）その他必要な相談及び援助。 

 ２ 地域相談支援（指定一般相談） 

  （地域移行支援） 

    施設・病院等からの地域生活移行支援について、計画相談と連携して相談を受け、

情報提供するとともに地域移行支援計画を作成し、地域移行のための次の業務を行

います。 

   （ア）地域移行支援計画の作成 

   （イ）相談及び援助 

   （ウ）体験利用、体験宿泊の実施 
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   （エ）住居の確保や障害福祉サービスのための同行支援 

  （地域定着支援） 

    利用者が安心して地域生活を継続していくことができるよう、次の業務を行いま

す。 

   （ア）常時の連絡体制の確保等 

   （イ）緊急の事態への対処等 

 ３ 障害児計画相談（障害児相談支援） 

    児童及びその家族からの相談を受け、障害児支援事業所等と連携し、１と同様の

計画相談業務を行います。 

 

 

 

ホームズしらさぎ 

 

ホームズしらさぎは堺市東区日置荘原寺町（東区役所の近く）に障害がある人の新たな地

域生活支援拠点として、平成２９年４月より大阪手をつなぐ育成会が開設します。提供するサ

ービスとしては共同生活援助事業と短期入所事業です。共同生活援助事業につきましては

「ホームズしらさぎ（男性５名）」と「日置荘ホーム（女性４名）」２つのグループホームを開設し、

既存のホームズしらさぎ所在地をこの拠点に移し、計１１か所のグループホームバックアップ

の拠点ともいたします。短期入所につきましては、グループホームとは別棟にて「ホームズし

らさぎ（短期入所）」を６床整備し、サービスを提供していきます。利用者一人ひとりが地域で

安心して自立した生活ができるよう、さまざまな関係機関と連携をとりながら、利用者それぞ

れの個性や特性を理解するよう努力し、その人が望むその人らしい豊かな生活の実現を目

指して必要な支援を行います。 

 

１ 共同生活援助  

ホームズしらさぎ(共同生活援助) 

共同生活援助「介護サービス包括型」の事業運営を行います。 

グループホームの支援体制が機能的に働くように、職員同士のコミュニケーションを大切に

し、その調整に努めます。その上で利用者ひとりひとりの生活の質の向上を目指します。 

世話人会議や個別支援計画の作成時、モニタリング時などで、日々の支援が利用者主体

であるかどうかの見直しを行い、世話人同士や、バックアップ職員との連携を深め、互いの情

報共有に努めます。 

 

【事業目的】 

大阪府指定の共同生活援助の円滑な運営管理を図るとともに、利用者、保護者の意思及

び人格を尊重し、利用者の立場に立った適切な障害福祉サービを提供する。 

 

【運営方針】 

１ 利用者が自立を目指し、地域において共同して自立した日常生活又は社会生活を営むこ

とができるよう、当該利用者の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じ

て共同生活住居において、入浴、排せつまたは食事等の介護、相談その他の日常生活上



88 

 

の援助を適切かつ効果的に行うものとする。 

２ 地域との結び付きを重視し、利用者の所在する市町村、他の指定障害福祉サービス事業

者その他福祉サービス又は保健医療サービスを提供する者との密接な連携に努めるもの

とする。 

 

【所在地】 

名 称 所在地 居定員 

ホームズしらさぎ 大阪府堺市東区日置荘原寺町１５６ ５名 

日置荘ホーム 大阪府堺市東区日置荘原寺町１５６ ４名 

しらさぎホーム①② 大阪府堺市東区野尻町７７－１ ４名 

おおみのホーム 大阪府堺市東区大美野１６５－３－２ ４名 

第二おおみのホーム

①② 
大阪府堺市東区大美野１６５－３－１ ４名 

せんぼくホーム①② 大阪府堺市南区原山台３－１－２０ ４名 

しんかなホーム①② 大阪府堺市北区新金岡町３－３－１３ ４名 

たかいしホーム①②

③ 
大阪府高石市加茂１－２０－１ ６名 

さやまホーム①② 大阪府大阪狭山市西山台４－２－１５ ４名 

くすのきホーム①② 大阪府堺市野尻町４８グランディ白鷺 ５名 

なかもずホーム①② 
大阪府堺市北区中百舌鳥町６－１０４０－５３ 

大阪府堺市北区中百舌鳥町６－１０４０－１３ 
５名 

グループホーム「ひまわり」につては、平成２９年３月で閉鎖しました。 

 

【職員配置】 

管理者 １名 サービス管理責任者 ２名 世話人 １９名 生活支援員 ２１名  

事務員 １名 

 

【対象者】   知的障害児者、精神障害者、身体障害児者、難病等対象者 

 

【サービスの提供方法及び内容】 

１ 利用者に対する相談 

２ 食事の提供 

３ 健康管理・金銭管理の援助 

４ 余暇活動の支援 

５ 緊急時の対応 
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６ 職場等との連絡・調整 

７ 財産管理等の日常生活に必要な援助 

 

【利用者から受領する費用の額等】 

障害者総合支援法の法令等に定める利用者負担の他に、次のとおり利用者の負担とす

る。 

ホームズしらさぎ 

（１）家賃            

（２）共益費 

（３）光熱水費          

（４）食材料費(朝食・夕食)     

（５）日用品費         

（６）自治会費        

（７）その他 お弁当（昼食）材料費              

（８）備品修理買い替え費    

月額 ３８，０００円 

月額  ２，０００円 

月額 １０，０００円 

月額 ２２，０００円 

月額  ３，０００円 

未定 

１食    ３００円 

月額  ２,０００円 

日置荘ホーム 

（１）家賃            

（２）共益費 

（３）光熱水費          

（４）食材料費(朝食・夕食)     

（５）日用品費         

（６）自治会費        

（７）その他 お弁当（昼食）材料費              

（８）備品修理買い替え費     

月額 ３８，０００円 

月額  ２，０００円 

月額 １０，０００円 

月額 ２２，０００円 

月額  ３，０００円 

未定 

１食    ３００円 

月額  ２,０００円 

しらさぎホーム①② 

（１）家賃            

（２）光熱水費          

（３）食材料費(朝食・夕食)     

（４）日用品費         

（５）自治会費        

（６）その他 お弁当（昼食）材料費              

（７）備品修理買い替え費    

月額 ３７，５００円 

月額 １１，４００円 

月額 １７，０００円 

月額  ２，０００円 

月額    １００円 

１食    ３００円 

月額  ２，０００円 

おおみのホーム①

② 

（１）家賃            

（２）光熱水費         

（３）食材料費(朝食・昼食・夕食)  

（４）日用品費   

（５）自治会費        

（６）その他 お弁当（昼食）材料費        

（７）備品修理買い替え費    

月額 １３，０７０円 

月額 １３，３３０円 

月額 ２４，０００円 

月額  ２，１００円 

月額    ５００円 

１食    ３００円 

月額  ２，０００円 

第二おおみのホー

ム①② 

（１）家賃            

（２）光熱水費          

（３）食材料費(朝食・夕食)     

（４）日用品費         

（５）自治会費        

月額 １６，０２０円 

月額 １０，４８０円 

月額 ２４，０００円 

月額  ２，０００円 

月額    ５００円 
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（６）その他 お弁当（昼食）材料費        

（７）備品修理買い替え費    

１食    ３００円 

月額  ２，０００円 

せんぼくホーム①② 

（１）家賃            

（２）光熱水費          

（３）食材料費(朝食・夕食)     

（４）日用品費         

（５）自治会費        

（６）その他 お弁当（昼食）材料費        

（７）備品修理買い替え費    

月額 １５，０１０円 

月額 １２，４９０円 

月額 ２２，０００円 

月額  ３，０００円 

月額    ５００円 

１食    ３００円 

月額  ２，０００円 

しんかなホーム①② 

（１）家賃            

（２）光熱水費          

（３）食材料費(朝食・夕食)     

（４）日用品費         

（５）自治会費        

（６）その他 お弁当（昼食）材料費        

（７）備品修理買い替え費    

月額 １４，６２０円 

月額 １５，６８０円 

月額 ２０，０００円 

月額  ２，３００円 

月額    ４００円 

１食    ３００円 

月額  ２，０００円 

たかいしホーム①②

③ 

（１）家賃            

（２）光熱水費          

（３）食材料費(朝食・夕食)     

（４）日用品費         

（５）自治会費        

（６）その他 お弁当（昼食）材料費        

（７）備品修理買い替え費    

月額 １０，１９０円 

月額 １０，５００円  

月額 ２０，０００円 

月額  １，３１０円 

月額  １，０００円 

１食    ３００円 

月額  ２，０００円 

さやまホーム①② 

（１）家賃            

（２）光熱水費          

（３）食材料費(朝食・夕食)     

（４）日用品費         

（５）自治会費        

（６）その他 お弁当（昼食）材料費        

（７）備品修理買い替え費    

月額 １０，９４５円 

月額 １２，８０５円 

月額 ２１，０００円 

月額  ３，０００円 

月額    ２５０円 

１食    ３００円 

月額  ２，０００円 

くすのきホーム①② 

（１）家賃            

（２）光熱水費          

（３）食材料費(朝食・夕食)     

（４）日用品費         

（５）自治会費        

（６）その他 お弁当（昼食）材料費        

（７）備品修理買い替え費    

月額 ３２，０８０円 

月額 １３，３００円 

月額 ２１，０００円 

月額  １，５００円 

月額     ８０円 

１食    ３００円 

月額  ２，０００円 
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なかもずホーム①② 

（１）家賃            

（２）光熱水費          

（３）食材料費(朝食・夕食)     

（４）日用品費         

（５）その他 お弁当（昼食）材料費       

（６）備品修理買い替え費    

月額 ３５，８００円 

月額 １１，０００円 

月額 ２０，２００円 

月額  １，０００円 

１食    ３００円 

月額  ２，０００円 

１．個人の所有する物品については、破損等について自らがその責任を負うこと。 

２．利用者はお互いの生活を尊重し、他の利用者のプライバシーを侵さぬよう努めること。 

３．社会的・常識的な範疇でのルールに配慮し、他者への迷惑行為がないように努めること。 

 

２ 短期入所 

ホームズしらさぎ（短期入所） 

【事業の目的】 

堺市指定の短期入所の円滑な運営管理を図るとともに、利用者、保護者の意思及び人格

を尊重し、利用者の立場に立った適切な障害福祉サービを提供することを目的とする。 

 

【運営の方針】 

１ 将来に向けて自立生活をイメージした具体的な生活場面でのさまざまな経験を通じ、

必要な技術等の習得を支援する。 

２ 地域との結びつきを重視し、利用者等の所在する市町村、他の指定障害福祉サービス

事業者または保健医療サービスを提供する者との密接な連携を図り、見通しのあるサー

ビス提供に努めるものとする。 

  

【所在地】 

大阪府堺市東区日置荘原寺町１５６ 

【職員配置】 管理者 １名 生活支援員 １１名 

【営業日及び時間等】 

１ 営業日 月曜日から土曜日までとする。ただし、国民の祝日、年末年始休業期間（12/28

～1/4）、ゴールデンウィーク（5/3～6日）夏期休業期間（8/12～16）を除く。 

２ 営業時間 午前９時から午後５時４５分までとする。 

３ サービス提供日 月曜日から土曜日までとする。ただし、年末年始休業期間（12/28～

1/4）、ゴールデンウィーク（5/3～6日）、夏期休業期間（8/12～16）を除く。 

４ サービス提供時間 午後４時３０分から翌朝の午前９時３０分までとする。 

  ※必要に応じてそれ以外の時間におけるサービス提供も実施を考慮する。 

５ 前項の営業日及び営業時間のほか、電話等により 24時間常時連絡が可能な体制とする。 

６ サービスの提供にあたっては、利用者等からの相談に応じるものとする。 

（短期入所につきましては、営業が開始できるまでの準備期間を設け、平成２９年８月を

目標に営業を開始します） 

 

【利用定員】 利用者の定員は６名とする。 
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【対象者】知的障害児者、精神障害者、身体障害児者、難病等対象者 

 

【サービスの提供方法及び内容】 

１ 食事の提供 

２ 入浴または清拭 

３ 身体等の介護 

４ 生活訓練 

５ 生活相談 

６ 健康管理 

７ 前各項目に掲げる便宜に付帯する便宜 

  １から６に付帯するその他必要な介護、支援、相談、助言。 

また、利用者には、当施設で快適で安全な生活を送っていただくために、下記のことを

守っていただきます。 

１．個人の所有する物品については、破損等について自らがその責任を負うこと。 

２．利用者はお互いの生活を尊重し、他の利用者のプライバシーを侵さぬよう努めること。 

３．社会的・常識的な範疇でのルールに配慮し、他者への迷惑行為がないように努めること。 

 

【利用者から受領する費用の額等】 

・朝食 １食につき３００円（うち食材費２００円） 

・夕食 １食につき８００円（うち食材費５００円） 

・居宅に係る光熱水費 １日につき ２２０円 

・日用品費      １日につき  ５０円 

・寝具代       １日につき  ５３円 

・その他日常生活において通常必要となるものに係る費用であって、その利用者及び障害

児の保護者に負担させることが適当と認められるものの実費 

 

 

  


